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筆者らはこれまで PEDOT-PSSを用いた熱電

発電モジュールの作製や有限要素法による熱

電素子の発電特性推定を実施してきた 1), 2)．本

研究では，優れたフレキシブル性と熱電特性が

期待されるカーボンナノチューブ(CNT)を用

いた蛇腹構造型熱電発電モジュールを試作し，

その特性を評価した結果について報告する． 

Fig.1 に作製したモジュールの外観を示す．

p型素子材料は，SGCNT(日本ゼオン社製)およ

び界面活性剤(SDBS) の水分散液を調製し，n

型素子材料は，eDIPS(名城ナノカーボン社製)

およびポリビニルピロリドン(PVP)の NMP 分

散液を調製し，各々の分散溶液を減圧濾過する

方法で作製した．作製した素子材料をカットし，

ポリイミド基板（UBE 製）上に形成した Cu電

極に銀ペーストで接続配線した．モジュールは

pn 素子 5 対の直列接続した構造とした．各素

子材料のゼーベック係数および電気伝導率は

ZEM3 (ADVANCE RIKO)を用いて測定した．自

家製評価装置にてモジュールの電圧－電流特

性を計測し発電量を評価した． 

Fig.2 に高温側が 60℃および 80℃における

出力特性を示す．60℃および 80℃での開放電

圧はそれぞれ 4.34 mV，6.90 mV，最大電力は

それぞれ 0.17 W，0.31 Wが得られた．また，

モジュール抵抗は 60℃で 40.5 ，80℃で 37.9  

であり，モジュール抵抗は各素子材料の抵抗が

大きな割合を占めることが明らかとなった．発

表では有限要素法を用いた出力推定と併せて

モジュール構造を検討した結果を報告する． 

 

Fig. 1. A photo of the bellows-type module. 

 

 

Fig. 2. Output characteristics. 

 

本研究は日本ゼオン株式会社との共同研究

による成果である． 
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